
一 

次
の
（
１
）
・
（
２
）
の 

 
 

 

線
部
が
、
自
動
詞
で
あ
れ
ば
ア
、
他
動
詞
で
あ
れ
ば
イ 

と
、
そ
れ
ぞ
れ
（  

 
 

 

）
に
記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 
 

【
完
答 

各
一
点
】 

（
１
）
①
今
日
も
時
間
ど
お
り
に
掃
除
を
始
め
る
。 

 

（ 
 

イ 
 

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

②
楽
し
み
に
し
て
い
た
演
奏
会
が
始
ま
る
。 

 
 

（ 
 

ア 
 

） 

（
２
）
①
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（ 
 

ア 
 

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
私
が
窓
ガ
ラ
ス
を
割
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
  

 

（ 
 

イ 
 

） 

二 

次
の
（
１
）
～
（
３
）
の 

 
 

 

線
部
が
形
容
詞
で
あ
れ
ば
ア
、
形
容
動
詞
で
あ
れ
ば

イ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
（  

 
 

 

）
に
記
号
で
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

【
各
一
点
】 

（
１
）
文
化
祭
の
準
備
で
忙
し
い
。  

 

（  

ア 
 

）  

（
２
）
私
は
歴
史
小
説
が
好
き
で
す
。 

（  

イ 
 

） 

（
３
）
彼
の
態
度
は
立
派
だ
。  

 
 

 
 

（  

イ 
 

） 

三 

次
の
（
１
）
～
（
３
）
の 

 
 

 

線
部
の
言
葉
が
修
飾
し
て
い
る
文
節
を
抜
き
出
し 

（  
 

 

）
に
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 
 
 
   

 
 
  

 
  

 
  

 
  

  
 
 
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

【
各
一
点
】  

（
１
）
い
か
な
る
状
況
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
備
え
る
。  

（ 

状
況
に
も 

 
 
 
 

） 

（
２
）
道
に
迷
って
泣
い
て
い
る
子
供
の
手
を
そ
っ
と
握
った
。
（ 

握
った 

 
 
  

 
 
 

） 

（
３
）
か
な
り
後
ろ
を
歩
い
て
い
て
も
口
笛
は
聞
こ
え
た
。  

（ 

後
ろ
を 

 
 

 
 

） 

四 

次
の
（
１
）
・
（
２
）
の
（  
 

 

）
に
入
る
適
切
な
言
葉
を
あ
と
の

か
ら
選
ん
で 

 
 

書
き
ま
し
ょ
う
。  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
各
一
点
】 

（
１
）
（ 

も
し 
 

）
願
い
が
か
な
う
な
ら
ば
、
世
界
中
を
旅
し
て
み
た
い
。 

（
２
）
（ 

た
ぶ
ん 

）
明
日
は
大
勢
の
人
が
集
ま
る
だ
ろ
う
。 

  
組 

 

番 

  

中
学
校
二
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

一
学
期 

① 

 

氏 

名 

  

             

自
立
語
① 

／ 

  

10 

ま
る
で 

 

た
と
え 

 

も
し 

 

た
ぶ
ん 

 



一 

次
の
（
１
）
～
（  

）
の 

 
 

 

線
部
の
品
詞
を
あ
と
の 

 
 

 

か
ら
選
び
、
例
に
な 

ら
って
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
完
答 

各
一
点
】 

 
 

 
 

（
例
）
白
い 

犬
が 

ワ
ン
ワ
ン 

鳴
く
。 

 

（
１
）
あ
の 

山
は 

高
い
。 

 

（
２
）
弟
と 

い
っし
ょ
に
、 

空
を 

ぼ
ん
や
り 

眺
め
る
。 

 

（
３
）
あ
ら
、 

向
こ
う
に 

虹
が 

か
か
って 

い
る
ね
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

（
４
）
今
日
の 

教
室
は 

と
て
も 

静
か
だ
。 

 

（
５
）
彼
は 

大
き
な 

夢
を 

も
った
。 

そ
し
て
、 

旅
立
った
。 

 

（
６
）
あ
あ
、
ふ
る
さ
と
は 

寒
い
だ
ろ
う
な
あ
。 

 

（
７
）
春
に
は 

新
し
い 

出
会
い
が 

あ
る
。 

 

（
８
）
決
し
て 

約
束
は 

破
ら
な
い
。  

 

（
９
）
仲
間
が 

い
る
か
ら
、 

毎
日
の 

練
習
も 

つ
ら
く 

な
い
。 

 

（  

）
英
語
は 

得
意
だ
。
し
か
し
、
理
科
は 

苦
手
だ
。 

    
組 

 

番 

  

中
学
校
二
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

一
学
期 

② 

 

氏 

名 

  

             

自
立
語
② 

／ 

  

エ 

ア 

エ 

ア 

オ 

オ 

イ 

エ 

イ 

カ 

10 

ア 

動
詞 

 

イ 

形
容
詞 

 

ウ 

形
容
動
詞 

 

エ 

名
詞 

オ 

副
詞 

 

カ 

連
体
詞 

 

キ 

接
続
詞 

 
 

 

ク 

感
動
詞 

カ 

腹
痛 

 
 

キ 

比
較 

 

ク 

難
易 

 

ケ 

点
火 

 

コ 

少
量 

ア 

 

イ 

エ 

オ 

ア 

ア 

ア 

10 

ア 

ア 

ア 

イ 

ウ ウ 

ウ 

ウ 

イ 

イ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ 

エ オ 

カ 

キ 

キ 

ク ク 

10 



一 

次
の
（
１
）
～
（
５
）
の
熟
語
と
同
じ
構
成
の
熟
語
を
あ
と
の 

 
 

 
 

 

か
ら
二
つ
ず 

 
 

つ
選
び
、  

 

に
記
号
を
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

【
完
答 

各
一
点
】 

 

（
１
）
永
久 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
２
）
遠
近 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
３
）
地
震 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
４
）
登
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
５
）
軽
傷 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

二 

次
の
（
１
）
～
（
５
）
の
熟
語
の
●
に
は
「
不
・
無
・
非
・
未
」
の
い
ず
れ
か
を
、
▲
に
は 

「
的
・
性
・
化
」
の
い
ず
れ
か
を
入
れ
て
、
三
字
熟
語
を
作
り
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
各
一
点
】 

（
１
） 

●
合
格 

 
  

   
   

 
  

 

（
２
） 

●
公
式 

 

（
３
） 

●
意
識 

 
  

   
   

 
  

 

（
４
） 

基
本
▲ 

 

（
５
） 

映
画
▲ 
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熟
語
の
構
成 

／ 

  

10 

 

ア 

水
路 

 

イ 

就
職 

 

ウ 

変
換 

 

エ 

異
同 

 
オ 

市
立 

カ 

腹
痛 

 
 

キ 

比
較 

 

ク 

難
易 

 

ケ 

点
火 

 
コ 
少
量 

ウ
と
キ 

 

ア
と
コ  

イ
と
ケ 

 

オ
と
カ 

 

エ
と
ク 

 

不 
 

化 
 

無 
 

非 
 

的 
 



一 
 

次
の
（
１
）
～
（
４
）
の
文
の
（  

 
 

）
に
示
し
た
類
義
語
か
ら
適
切
な
言
葉
を 

選
び
、
○
で
囲
み
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【 

（
１
） 

大
会
で
技
を 
（ 
争
う 

・ 

競
う 

）
。 

（
２
）  

（ 

案
外 

・ 

意
外 
）
な
結
末
を
迎
え
た
。  

 

（
３
） 

暑
く
な
った
の
で
、
シ
ャ
ツ
の
袖
を 

（ 

め
く
る 

・ 

ま
く
る 

）
。 

（
４
） 

雨
が
降
って
き
た
の
で
、
傘
を
（ 

ひ
ら
く 

・ 

あ
け
る 

）
。 

 二 
 

次
の
（
１
）
～
（
３
）
の
対
義
語
を
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 

（
１
） 

主 

観 
 

 
 

 
 

 

（
２
） 

単 

純 
 

 
 

 
 

 

（
３
） 
生 

産 

 

  

三 
 

次
の
（
１
）
～
（
３
）
の 

 
 

 
 

線
部
の
言
葉
と
最
も
近
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る 

 
 

も
の
を
選
び
、
記
号
を
○
で
囲
み
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 

（
１
） 

話
が
は
ず
む
。  
 

 

（
２
） 

め
が
ね
を
か
け
る
。  

（
３
） 

切
れ
味
を
み
る
。 

     
組 

 

番 

  

中
学
校
二
年
生 

 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

一
学
期 

④ 

 

氏 
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類
義
語
・対
義
語
・多
義
語 

／ 

  

10 

【
各
一
点
】 

【
各
一
点
】 

【
各
一
点
】 

客
観 

複
雑 

消
費 

ア 

時
間
を
か
け
る
。 

イ 

ボ
タ
ン
を
か
け
る
。 

ウ 

か
ぎ
を
か
け
る
。 

 

ア 

め
ん
ど
う
を
み
る
。 

イ 

脈
を
み
る
。 

ウ 

味
を
み
る
。 

 

ア 

息
が
は
ず
む
。 

イ 

ボ
ー
ル
が
は
ず
む
。 

ウ 

心
が
は
ず
む
。 

 


